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横浜市南区の高密度微動観測による地盤震動特性の評価
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1.はじめに
工業地帯を有する東京 ･横浜は広域的には世界主要
50都市の中でも､｢世界大都市の自然災害リスク指数｣
の値が他の国の都市に比べて格段に高くなっており､
特に地震災害に直面した際に大きな被害を受けると考
えられる｡一方､都市化が進んだ内陸部においては､
表層地盤の相違による被災危険度も増加している｡
本研究はこれまでの横浜市における継続的調査の一
環として横浜市南区を対象に､高密度常時微動観測に
よって求められた卓越周期から地盤震動特性を評価し､
地盤構造や震動特性の地域的な差異について比較検討
を行うことを目的とする｡
2.甫区の地形 ･地質
南区は横浜市中心部を流れる大岡川流域に沿った地
域にあり､西側が丘陵 ･台地となっており､東側の大
部分を大岡川流域の沖積低地として占めている｡丘陵
は海抜高度が50-70mを示す｡丘陵の宅地造成は進み､
自然の平坦面という部分は数少なくなっている｡台地
は無数の樹枝状の谷によって開析され､台地項部の平
坦面は残されているものの広いとは言えないC低地は､
大岡川によって丘陵 ･台地を開析した地域であり､幅
500-1000mを有し埋横谷の形態を示す｡また､中区
との境界付近に位置する大岡川には三角州が広がり､
その上流には後背湿地となる沖積低地が分布している｡
図1南区における観測点位置
3.欲動観測
横浜市南区を250mX250mのメッシュで区切り､
そのメッシュの中心点付近を観測点と決定した｡地理
的な条件などにより観測することができない点が存在
したため､観測した点は計212地点である｡観測には
サーボ型速度計を使用し､水平方向(NS),(EW)上下成
分(UD)の計 3成分の観測を行い､観測時間は 180秒
で観測した｡
4.解析方法
観測で得られた速度データの3成分､180秒間のデ
ータから､時系列波形で比較的外乱の少ない安定した
区間20.48秒を数箇所抽出した｡それらのデータをフ
ーリエ変換することによりスペクトルを求め､さらに
水平2成分のスペクトルを相乗平均した2次元水平成
分を求める｡それを上下成分で除してH/Vスペクトル
比を算定し､さらに安定した区間の平均HjVスペクト
ル比を求めた｡212地点全てのデータに同様の解析を
実施した｡例として､地点170-058,172-066,173-047,
173-055において算定したfLrVスペクトル比を図2に
示す｡
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5.卓越周期の算定
卓越周期はHN スペクトル比の0.1-1.Os付近の範
囲から算出した｡観測点での卓越周期分布図を図3に
示す｡南区は西側の大部分を丘陵 ･台地で占め､東側
は大岡川の沖積低地となっており､西側では卓越周期
は短く分布し､東側では卓越周期は長く分布するとい
う傾向にある｡
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6.卓越周期と軟弱地盤の比較
卓越周期と軟弱地盤層厚の比較図 (図4)から､卓
越周期の値が 1.0s以上となる観測点は大岡川の周辺
と掘割川の周辺､そしてその二つの川に挟まれている
地域において多く確認できる｡図5に観測点付近での
既往のボーリングデータによる 21地点の卓越周期と
軟弱地盤層厚との相関図を示す｡ボーリングデータは
観測点に近いものを限定して選んだ｡卓越周期の長い
部分において若干の誤差が認められるが､全体に着目
すると軟弱地盤層厚に比例して卓越周期が増加する傾
向が見られるため､卓越周期と軟弱地盤の層厚の間に
は概ね良好な相関性があると考えられる｡
図 4卓越周期と軟弱地盤層厚 の比較
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図5卓越周期と軟弱地盤層厚の相関図
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7.卓越周期と牧地形の比較
図6に着目すると､南区は丘陵地 ･埋立地 ･人工改
変地の大きく3つの区分に大別することができ､その
ほとんどを人工改変地で占めている｡数値は区分ごと
の卓越周期平均値であり､埋立地は他の区分に比べて
周期が長くなる傾向にある｡同じ人工改変地の区分内
でも卓越周期の値が小さい値から大きい値まで幅広く
分布しているのは､西側の丘陵地では宅地造成として
切土が多く用いられ､東側の沖積低地では盛土が多く
用いられていることが原因だと考えられる｡
仁一‥~‥~---'~~~li-*:蒜㌫ 二義 盲議~… --~~~~-‥-[早｢･一--一･---一---･---1 暑-1.2トーy)
???????? ?????? ??????ー
???
???
??
図6 微地形区分ごとの卓越周期の相関図
8.まとめ
本研究では､横浜市南区を対象とした高密度微動観
測から得られた卓越周期のデータから地盤構造との整
合性を検討した｡南区において丘陵地 ･台地面では､
卓越周期は 0.1-0.6Sの範囲内で値を示すという傾向
が見られた｡これは海抜高度が高く､自然地盤が堆積
年代の古い安定した地層で形成されているためだと考
えられる｡大岡川の周辺と掘割川の周辺の卓越周期が
1.Os以上と長くなる点が多く現れたのは､大岡川 ･掘
割川流域に広く分布する標高の低い平坦面が氾濫低地
となっていて軟弱なシル トが厚く堆積しているためだ
と考えられる｡
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